






開始より,58年 12月 31日まで,1年余の間,60,000件に及ぶ検査を施行したが,神経芽細胞

腫患児は 1例も発見されていない。神奈川県下の乳児の健康という見地からすれば喜ばし

い限りであるが，システムに関わるものにとっては，いささか意欲を喪失させる結果に終

っている。ろ紙配布期間と回収期間がずれるため,厳密な回収率とはいい難いが,同一期間

(58 年 4 月～12 月)中のろ紙回収数/ろ紙配布数を計算すると 

県域 79%,川崎市 65%,横須賀市 78%となり,必ずしも回収率は不良ではない。なお横浜市の

みは 4ヵ月健診の一部を診療所医師が負担しており,ろ紙配布もここで行われているため,

その数が把握出来ない。 

二次検査率,精密検査率は全期間を通じてみるとそれぞれ 2.47%および 0.05%である。57 年

と 58 年の比較では二次検査率が 3.0→22%精密検査率が 0.07→0.04%と,いずれも減少して

いる。 


